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Aakerの研究に基づいて論じている。企業ブラン
ドや製品ブランドが効果的に行われるプロセスを
説明するために、この章では日本企業や欧米企業
の事例を取り上げた。第二章で取り上げている企
業は、トヨタ、資生堂、P&G、Appleの各社である。
第三章では、中国製造業でのブランディング活動
の背景が詳細に説明されている。この章では、三
つのブランディングに焦点を当てている。委託生
産に関連するブランディング、M&Aによるブラ
ンディング、顧客ニーズのブランディングである。
　第四章では、四つの産業における中国企業のブ
ランディングの具体的な事例が説明されている。
それらの産業は、自動車産業の吉利、電気通信産
業の華為集団、家電産業のハイアール、そして日
常用品・消費財産業の上海家化集団である。この
章ではまた、ブランディング活動で企業が直面す
る問題点も述べられている。第五章では、中国企
業による独自のブランディング活動の展開で生じ
る問題点への基本的な解決策が提示された。中国
の製造業による独自のブランディングへの問題解
決には、主にブランド・アイデンティティ、ブラ
ンドイメージ、ブランドコミュニケーション、ブ
ランド・エクイティ、ブランディングの視点から
の戦略が必要であるとしている。結論では、中国
企業によるブランディングの短期的、長期的な効
果と結果を分析して提言をまとめている。
